
会合記録

( )内は出席者数

会員増強タスタブォース

7 月 27 日(金) (6) 

IAOR 委員会 8 月 2 日(木) (2) 

研究普及委員会 8 月 6 日(月) (8) 

編集委員会 8 月 10 日(金) (9) 

第 2 回理事会議題 7 月 12 日(木)

1. 第 1 回理事会議事録のポ認

2. 入退会について

3. 支部総会報告について

4. 秋季研究発表会関連行事

!支部長会議
プエロー，理事懇談会

5. 研究普及関係

・研究発表会の準備状況(特別

講演・予算)

・シンポジウム

6. 第 l 四半期収支計算報告

7. OR誌の出版計画iならびに版元;

計画について

8. IFORS 関係

1) 1984年度 IFORS 開催地の投

京について

アルゼンチン エジプト

2) その他

9. 会員アンケートの集計中間報告

10. その他

1) 賛助会員増強のお願い

2) 学会外団体等の会員宛名カー

ト‘利用について

3) その他

入退会

-入会(正会員)

池田裕夫附'高1:銀行

居}波治行 011') 国際交通安全学会

大村一自15 側日立製作所

小梨 学夫筑波大学

小出兼三聖和女子大学

小林慎一紛三菱総合研究所

佐藤 昭富士通紛

堺 泰夫名古屋市工業研究所

i坂田省二郎相模工業大学

佐野紳也側三菱総合研究所

館 真利 日本ソフトウェア開発

側

j i EEl 史生 Oltl地方自治情報セン

タ一

野村 邦彦 臼本アイ・ビー・エム紛

fi1中仲敏キャノン紛

!街中公 毅東京大学

深川 g;洋小野勝章事務所

丸山 喬パシフィック航業側

宮沢一夫 日本アップジョン側

村田茂之紛諏訪精工舎

横山英寛側三菱銀行

和合 肇筑波大学

渡辺 ←章<'1'J 東京医科歯科大学

)J桜正夫国際興業側

(学生会員)

供本本dl 東京大学

嫌閏沿次郎東京.fIllfl 大学1

fUtl 真説東京理科大学

鈴木秀希東京理科大学

堀内 明東京理科大学

前野手(1俊東京理科大学

(賛助会員)

ゼネラノレ石油紛

日電東芝情報システム側

横河ヒューレットパッカード側

・退会(正会員)

戸塚良則朝井四男美塚本弥八良15

1長原徳盛吉次キ;ー河野実

八木一良15 陣回 尚 P. A. Araya 

治部卓相野谷義則遠藤文夫

営野前繁森利夫i!r 方制

春日史良15 奥平耕造

(学生会員)

五十嵐信技

編集後記 あっという間に秋たけなわ.静かにもの思う ともあり ìlll 、ながらもかけこみノレポ記事をのせました.

季節も，選挙運動のスピーカーの無味乾燥な音に台無し 惨いまたけなわの選挙は，候補者や政党からの政見放送

の感じです.省エネのため静かにとしみ候補者はし、ない やビラの洪水にもかかわらず情報量が少なく，また一部

のでしょうか.砂本号特集は去る 9 月 1913 理科大で開催 イデオロギーのはっきりしたグループを除き，ほとんど

された第 719.1 シンポジウムにあわせて企画しました.当 の有権者の気ままな行動など不確定な要素が多いわけで

日の活発な討論等詳しく報告すべきところですが，シン エントロピー・モデル活用の好材料のように思いますが

ホジウムのホットな雰囲気が伝わればと念じまた!日 L、かがなものでしょうか.砂本号編集はシンポジウムに

発行の本号の最終校正日がシンホジウム翌日であったこ あわせての特別工程.やっと間に合い一安心. 怖心
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